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 ５．学修到達度評価システム 

経済学部では，独自の学修到達度評価システムを構築して，学生がそれぞれの興味関心や進

路に合致した学修ができるように支援しています。これは，専用に開発したソフトウェアを用い

て一人ひとりの学修状況を管理し，学修到達度シートと成績優秀認定という二つの手段で成績の

内容を可視化するものです。 

学修到達度シートは，2 年次になった直後から半年ごとに指導教員を通じて渡されます。これ

を見て自分の成績や得意分野を把握し，指導教員とも相談してこれからの履修計画を立ててくだ

さい。 

成績優秀認定には，昼間コースと夜間主コースのカリキュラムに合わせて，さまざまな段階

と種類があります。その多くは学部が定めた基準を満たした時点で速やかに認定されます。学修

モチベーションの維持や就職活動における自己ＰＲ等に役立ててください。 

■ 学修到達度シート ■ 

Ａ４用紙 1 枚に両面印刷された経済学部独自の成績表で，昼間コースと夜間主コースのカリ

キュラム構造を反映し，成績優秀認定にチャレンジする際の手がかりとなるように工夫されてい

ます。ただし，個々の科目の成績や卒業要件の充足度を網羅的に示すものではありませんので，

全学共通の単位修得状況確認表と使い分けて自分の学修状況を正確に把握してください。 

 

学修到達度シートは，単位修得状況確認表とは異なり，学生がＷＥＢで見たり印刷したりす

ることができません。指導教員から受け取ったシートは大切に保管してください。 

■ 成績優秀認定 ■ 

成績優秀認定も経済学部が他に先駆けて設けた制度で，認定基準を満たした学生には学部長

名で認定証が発行され，指導教員から渡されます。認定の具体的な種類や内容は昼間コースと夜

間主コースで異なりますが，科目群（ユニット）ごとの認定を出発点とし，複数の認定を組み合

わせて，学士力総合認定（１級）に至る点は同じです。 

 

科目群（ユニット）ごとの成績優秀認定は科目群Ａ認定といい，基準はそこに含まれる科目

のＧＰＡが 2.5 以上（平均 80 点以上に相当）になることです。 

その際，昼間コースのユニットは含まれる科目数が少ない小科目群なので，その全科目を履

修することが容易であり，単位未修得の科目も値をゼロとしてＧＰＡの計算に加えます。 

他方，昼間コースの専門基礎科目群や夜間主コースの経済・経営基盤科目群と経済・経営実

践科目群は含まれる科目数が多い大科目群なので，それぞれの科目群の中で評点が高い順に定め

られた単位数分のＧＰＡを求めます。その単位数は専門基礎科目群では 10 単位，経済・経営基

盤科目群と経済・経営実践科目群ではそれぞれ 20 単位です。 

さらに，昼夜両コースの教養教育科目群と昼間コースのＡＬ重点型科目群は，複雑な卒業要

件を有するところから，認定は卒業までに履修した全科目のＧＰＡにもとづいて行います。 

なお，いずれの場合も，成績が 100 点満点の評点で与えられない科目の「認定」や「修了」

はＧＰを 2.5 として計算に入れ，「未修得」は計算に入れません。 

 

科目群Ａ認定よりも広範囲な成績を対象とする上位の認定として，昼間コースには系統履修

達成認定と横断履修達成認定があり，夜間主コースには総合学修コース優秀認定と実践力強化コ

ース優秀認定があります。 
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昼間コースの系統履修達成認定は，同一のモジュールに属する二つ以上のユニットでＡ認定

を得た学生に与えられ，当該モジュールの分野における学修が優秀であったことを認めるもので

す。横断履修達成認定は，異なるモジュールに属する三つ以上のユニットでＡ認定を得た学生に

与えられ，特定の分野を超えた幅広い学修が優秀であったことを認めるものです。 

系統履修達成認定はモジュールの数だけ取得可能ですが，横断履修達成認定は認定基準に達

した時点で一度だけです。 

 

夜間主コースの総合学修コース優秀認定は，総合学修コースを選択した学生が，経済・経営

基盤科目群と経済・経営実践科目群の両方のＡ認定を得た場合に与えられます。実践力強化コー

ス優秀認定は，実践力強化コースを選択した学生が，経済・経営基盤科目群と経済・経営実践科

目群の両方のＡ認定に加えて，経済・経営実践科目群の単位を 34 単位以上修得した場合に与え

られます。したがって，優秀認定の基準自体は，実践力強化コースの方が総合学修コースよりも

厳しくなっています。しかし，そのことは必ずしも卒業や学士力総合認定（１級）の難易を意味

しません。実践力強化コースと較べると，総合学修コースでは経済・経営実践科目群の卒業要件

単位数が少ないぶん，教養教育科目の卒業要件単位数が多くなっているからです。 

なお，履修コースの優秀認定は，途中でコースを変更しても両方を取得することはできない

仕組みになっています。一方の認定を受けた学生がコースを移ってもう一方の認定を受ける場合

には，先に受け取った認定証を返還しなければなりません。しかし，基準を満たしても新しい認

定を希望しなければ，先の認定証を保持し続けることができます。 

 

学士力総合認定（１級）は，昼間コースでは，一つ以上の系統履修達成認定または横断履修

達成認定に加えて，教養教育科目群Ａ認定，専門基礎科目群Ａ認定，ＡＬ重点型科目群Ａ認定を

すべて取得した学生に授与されます。夜間主コースでは，総合学修コース優秀認定または実践力

強化コース優秀認定に加えて，教養教育科目群Ａ認定を取得した学生に授与されます。ただし，

いずれもその学生がすべての卒業要件を満たして卒業することが条件となっていますし，教養教

育科目群とＡＬ重点型科目群のＡ認定は，卒業までに履修した全科目のＧＰＡによって判定され

ますので，学士力総合認定（１級）が授与されるのは卒業時のみです。 

 

なお，夜間主コースの学生は，最大 40 単位まで昼間コースの科目を履修して卒業要件に算入

することができます。そして，昼間コース科目を履修して，昼間コースの成績優秀認定の基準に

達した場合には，その認定証が与えられます。その際に，昼間コース科目と同等と見なされる夜

間主コース科目の単位を修得している場合には，その成績がＧＰＡの計算に用いられます。ここ

で「同等と見なされる」科目とは重複履修不可の関係にある科目のことで，この関係に置かれた

科目の単位をすでに夜間主コースで修得している場合には昼間コースの同等科目の履修が認めら

れず，そのままでは昼間コースの成績優秀認定を受ける道が閉ざされてしまいますので，便宜を

図っているわけです。 

 

以上のすべての成績優秀認定の元になっているのは，個々の科目群（ユニット）のＧＰＡが

2.5 以上という評価基準です。全学の制度で選ばれる成績優秀学生や卒業式の総代や黒正賞のよ

うな学生間の順位付けによる評価ではありませんので，目標を持って努力すれば誰でも，また幾

人でも認定基準に到達することが可能です。 

経済学部学生の進路で多数を占める「文系ホワイトカラー」の仕事力には，特定の専門を深

めるだけでなく，多彩な発想に触れ，知識・能力の幅を広げることが大切です。そのために学修

到達度評価システムを活用してください。経済学部では学生の進路開拓に資するように，この新

しいシステムを広く学内外にアピールしてゆきます。  
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【昼間コースの学修到達度シート】 

【夜間主コースの学修到達度シート】 

単位 GPA

教養教育科目 単位 GPA 単位

ガイダンス

知的理解

英語

その他＊ 単位 GPA

経済・経営基盤科目 成績 経済・経営実践科目（Ａ） 成績 成績

ミクロ経済学入門 ミクロ経済学演習Ａ

マクロ経済学入門 マクロ経済学演習Ａ

経済・経営数学 経済変動論演習Ａ

統計学 経済・経営数学演習Ａ 単位 GPA

計量経済学 統計学演習Ａ

データ解析 計量経済学演習Ａ

社会経済学 データ解析演習Ａ

国際経済学 社会経済学演習Ａ

社会保障論 社会保障論演習Ａ

公共経済学 日本経済論演習Ａ

日本経済・政策 金融論演習Ａ 単位 GPA

金融論 労働経済学演習Ａ

労働市場政策の分析 地方財政論演習Ａ

地方財政論 財政学演習Ａ

環境経済学 都市・地域経済学演習Ａ

財政学 欧米経済史演習Ａ

都市と地域の経済学 東アジア経済史演習Ａ

欧米経済史 グローバル経済論演習Ａ 単位 GPA

東アジア経済史 日本経済史演習Ａ

グローバル経済論 経済学史演習Ａ

現代日本経済史 中国経済論演習Ａ

経済学史 世界経済論演習Ａ

中国経済論 経営組織論演習Ａ 単位 GPA

世界経済論 ファイナンス演習Ａ

経営学入門 マーケティング演習Ａ

ファイナンス 経営戦略論演習Ａ

マーケティング 企業マネジメント論演習Ａ

経営戦略論 国際経営演習Ａ

企業マネジメント論 組織行動論演習Ａ 単位 GPA

国際経営 会計学演習Ａ

組織行動論 管理会計論演習Ａ

会計学入門 財務会計論演習Ａ

管理会計論 制度会計論演習Ａ

財務会計論 経済英語演習Ⅰ

制度会計論

　＊卒業要件外の単位が
　　含まれる場合もある

管理会計論演習Ｂ

財務会計論演習Ｂ

制度会計論演習Ｂ

経済英語演習Ⅱ

経営戦略論演習Ｂ

企業マネジメント論演習Ｂ

国際経営演習Ｂ

組織行動論演習Ｂ

会計学演習Ｂ

グローバル経済論演習Ｂ

データ解析演習Ｂ

社会経済学演習Ｂ

社会保障論演習Ｂ

日本経済論演習Ｂ

金融論演習Ｂ

地方財政論演習Ｂ

財政学演習Ｂ

都市・地域経済学演習Ｂ

欧米経済史演習Ｂ

東アジア経済史演習Ｂ

マーケティング演習Ｂ

日本経済史演習Ｂ

経済学史演習Ｂ

中国経済論演習Ｂ

ファイナンス演習Ｂ

世界経済論演習Ｂ

経営組織論演習Ｂ

労働経済学演習Ｂ

日本経済事情

（学生番号）　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　（指導教員）

経済・経営実践科目（Ｂ）

ミクロ経済学演習Ｂ

マクロ経済学演習Ｂ

経済変動論演習Ｂ

経済・経営数学演習Ｂ

統計学演習Ｂ

計量経済学演習Ｂ

財務会計 ユニット

管理会計 ユニット

監査・税務 ユニット

（独立ユニット）

３学部連携科目

法学部開講科目

簿記論 ユニット

国際比較モジュール

史的理論 ユニット

経済史Ａ ユニット

経済史Ｂ ユニット

日本・世界経済 ユニット

欧米・アジア経済 ユニット

組織経営モジュール

組織マネジメントＡ ユニット

組織マネジメントＢ ユニット

事業マネジメント ユニット

会計学モジュール

財政学 ユニット

金融経済 ユニット

地域経済 ユニット

経済分析モジュール

コア理論分析 ユニット

データ分析Ａ ユニット

データ分析Ｂ ユニット

数理的分析 ユニット

政策モジュール

応用経済学 ユニット

社会政策 ユニット

専門教育科目の合計＊

社会人基礎モジュール

実践英語力 ユニット

実践仕事力Ａ ユニット

実践仕事力Ｂ ユニット

異社会体験 ユニット

科目群

教養教育科目＊

経済・経営基盤科目

経済・経営実践科目

成績 GPA 成績 GPA

経済学史Ⅰ 簿記論Ⅰ

単位 GPA 単位 経済学史Ⅱ 簿記論Ⅱ

社会経済学特論 上級簿記論Ⅰ

日本経済史 上級簿記論Ⅱ

近世日本経済史 制度会計論Ⅰ

東洋経済史 制度会計論Ⅱ

日本経済と植民地 財務会計論Ⅰ

成績 GPA 成績 GPA 東アジア経済発展史 財務会計論Ⅱ

ミクロ経済学 欧米経済史 管理会計論

マクロ経済学 欧米経済論 原価計算論

社会経済学 グローバル経済史 工業簿記論

統計解析 　世界経済論Ⅰ 工業簿記演習Ⅰ

計量経済学Ⅰ 日本経済Ⅰ 工業簿記演習Ⅱ

計量経済学Ⅱ 日本経済Ⅱ 税務会計論Ⅰ

オペレーションズ・リサーチ 世界経済論Ⅱ 税務会計論Ⅱ

応用データ分析 ヨーロッパ経済論 監査論Ⅰ

多変量解析 ヨーロッパ経済論演習 監査論Ⅱ

経済情報処理基礎 中国経済論Ⅰ

数理経済学 中国経済論Ⅱ 成績 GPA

ゲーム理論 韓国経済論

応用経済数学

経済変動論 成績 GPA

経営戦略論Ⅰ

単位 GPA 成績 GPA 経営戦略論Ⅱ

国際経済学 国際経営Ⅰ

公共経済学 国際経営Ⅱ 企業取引法ａ

環境経済学 経営組織論Ⅰ 企業取引法ｂ

応用ミクロ計量経済分析 経営組織論Ⅱ 企業取引法ｃ

成績 GPA 社会政策論 日本企業論 会社法ａ

労働経済学 人的資源管理論 会社法ｂ

社会保障論 リーダーシップ論 会社法ｃ

１Ａ 財政学Ⅰ 組織行動論Ⅰ 民法総則ａ

１Ｂ 財政学Ⅱ 組織行動論Ⅱ 民法総則ｂ

２Ａ 地方財政論Ⅰ マーケティングⅠ 物権法

２Ｂ 地方財政論Ⅱ マーケティングⅡ 税法ａ

金融市場論 マーケティング戦略論 税法ｂ

金融政策論 現代ファイナンスⅠ 税法ｃ

国際金融論 現代ファイナンスⅡ 日本経済事情ⅠＡ

資本市場の役割と証券投資 日本経済事情ⅠＢ

地域経済学 日本経済事情ⅡＡ

都市経済学 日本経済事情ⅡＢ

現代地方自治経営論

実

践

仕

事

力

Ｂ

経営学入門Ⅰ

異

社

会

体

験

実

践

仕

事

力

Ａ

実

践

英

語

力

社会人基礎モジュール

経済英語Ⅰ

経済英語Ⅱ

グローバル経済入門

ＡＬ重点型科目

選定図書レポート

基礎研究

卒業研究

経営学入門Ⅱ

簿記入門

会計学入門

現代日本経済史

日本経済入門

プログラミング入門

プロジェクト・ゼロ

実践コミュニケーション論

ものづくり経営論

ミクロ経済学入門

マクロ経済学入門

貨幣経済基礎

統計学入門

経済・経営数学Ⅰ

経済・経営数学Ⅱ

（学生番号）　　　　　　　（氏名）　　　　　　　　　　　　　　　　　（指導教員）

科目区分

教養教育科目の合計＊

専門教育科目の合計＊

教養教育科目

ガイダンス

知的理解

英語

その他＊

専門基礎科目

経済思想

経済経営特殊講義

現代中小企業論

就業体験実習

地

域

経

済

国際的人材育成プログラム

各国経済・ビジネス事情

in English

経

済

史

Ａ

組

織

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

Ｂ

コ

ア

理

論

分

析

デ
ー

タ

分

析

Ａ

事

業

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

財

政

学

金

融

経

済

数

理

的

分

析

経済分析モジュール

政策モジュール

社

会

政

策

経

済

史

Ｂ

欧

米

・

ア

ジ

ア

経

済

組

織

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

Ａ

日

本

・

世

界

経

済

国際比較モジュール

組織経営モジュール

会計学モジュール

（独立ユニット）

史

的

理

論

デ
ー

タ

分

析

Ｂ

法

学

部

開

講

科

目

応

用

経

済

学

＊卒業要件外の単位が含まれる場合もある

簿

記

論

財

務

会

計

日

本

経

済

事

情

管

理

会

計

３

学

部

連

携

科

目

監

査

・

税

務



 

 

 

科目群Ａ認定

コース優秀認定

総 合 認 定

科目群Ａ認定

【◯◯◯◯ユニット

上記の学修において
める基準により優秀
したことを認める

平成??年??月??日

岡山大学経済学部長

◯◯◯◯

科目群Ａ認定

コース優秀認定 総合学修

経済
基盤科目群
〔

34単位以上

認定

◯◯◯◯ユニット】

044?????

◯◯◯◯

て本学部が定
秀な水準に達

平成??年??月??日

岡山大学経済学部長 学部

公印

総合学修コース

経済･経営
基盤科目群
〔講義〕

単位以上

系統履修達成認定

【◯◯◯◯モジュール

044?????

◯◯◯◯

上記の学修において本学
める基準により優秀な水
したことを認める

平成??年??月??日

岡山大学経済学部長

◯◯◯◯

【昼間コースの

【夜間主コースの

【

経済･経営実践科目群
〔演習

20単位以上

実践力強化

学士力

１級

系統履修達成認定

◯◯◯◯モジュール】

044?????

◯◯◯◯

学部が定
水準に達

平成??年??月??日

学部

公印

上
め
したことを

- 4 - 

コースの成績優秀認定

コースの成績優秀認定

【認定証の見本

＋14単位
以上

経営実践科目群
演習〕

実践力強化コース

学士力

級

横断履修達成認定

【◯◯◯◯ユニット】
【◯◯◯◯ユニット】
【◯◯◯◯ユニット】

044?????

◯◯◯◯

上記の学修において本学部が
める基準により優秀な水準に
したことを認める

平成??年??月??日

岡山大学経済学部長

◯◯◯◯

学部

公印

成績優秀認定】

成績優秀認定

見本】 

教 養

＋14単位
以上

20
以上

横断履修達成認定

044?????

◯◯◯◯

が定
に達

平成??年??月??日

学部

公印

上記の
める基
したことを

岡山大学経済学部長

履修

】 

成績優秀認定】 

★

★

★
20単位
以上

【◯◯◯◯コース】

044?????

◯◯◯◯

の学修において本学部が定
基準により優秀な水準に達

したことを認める

平成??年??月??日

岡山大学経済学部長

◯◯◯◯

履修コース優秀認定

学部

公印

★ 専門教育の科目群
点の高い順に20
目のＧＰＡで判定

★ 図中の単位数は
が，経済・経営基盤科目群
件には昼間専門講義
とができ，実践力強化
経済経営実践科目群
研究科目を含めることができる
厳密な規則は，
要件の説明を参照

★ 二つの履修コースは
いではなく科目群
よって区別される
コースは，演習科目
く，教養科目の

科目群Ａ認定は，評
20単位分の履修科
判定する．

は卒業要件を表す
経営基盤科目群の要

昼間専門講義を含めるこ
実践力強化コースの

経済経営実践科目群の要件には
めることができる．
，学生便覧の卒業
参照．

コースは，分野の違
科目群の構成割合に
される．実践力強化
演習科目の割合が高
の割合が低い．

．
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６．履修用カリキュラムマップ 

Ⅰ．仕事力の中核 ← Ａ.経済合理性判断力＋Ｂ.仕事理解・構築力＋Ｃ.横断的キャリア形成

力＋Ｄ.異分野連携力＋Ｅ.異文化理解力＋Ｆ.経済情報収集・分析力 

 

Ⅱ．チームワーク＆リーダーシップ ← Ｇ.経営倫理・哲学＋Ｈ.リーダーシップ 

＋Ｉ.社会関係推理力＋Ｊ.公正意識 

 

Ⅲ．コミュニケーション＆プレゼンテーション ← Ｋ.コミュニケーション力 

＋Ｌ.プレゼンテーション力＋Ｍ.共感力＋Ｎ.実践的経済英語力 

 

Ⅳ．ストレス耐性 ← Ｂ.仕事理解・構築力＋Ｃ.横断的キャリア形成力＋Ｅ.異文化理解 

＋Ｉ.社会関係推理力＋Ｋ.コミュニケーション力＋Ｍ.共感力＋Ｐ.幅広く深い教養 

 

Ⅴ．幅広い知識と教養 ← Ｅ.異文化理解＋Ｏ.専門的な知識・技能＋Ｐ.幅広く深い教養 

 

教養 1： 人間性を育む幅広い教養 

教養 2： 専門性を支える深い教養 

専門性： 経済・経営に関する専門的な分析力と応用力 

情報力： 情報を収集し効果的に活用できる能力 

行動力： 時代と社会をリードする行動力 

自己実現力： 自己実現に向けて専門的知識を生かし目標を追求する力 

■ 昼間コース開設科目 ■ 

Ａ．経済合理性判断力 

DP→ 専門性・教養 2 専門性・情報力 専門性・情報力・行動力 

4 全    

3 

4  経済変動論     

3  数理経済学     

2       

1       

2 

4 
ミクロ経済学 

 環境経済学 統計解析  
現代ファイナンスⅡ 

マーケティング戦略論 

3 応用経済数学 公共経済学 計量経済学Ⅱ  マーケティングⅡ 

2  
ゲーム理論 国際経済学 計量経済学Ⅰ 

多変量解析 マーケティングⅠ 

1 マクロ経済学  現代ファイナンスⅠ 

1 

4 

社会経済学 

   応用データ分析  

3    
オペレーションズ・リサーチ 

経済情報処理基礎 
 

2 ミクロ経済学入門，マクロ経済学入門，経済・経営数学Ⅱ，経営学入門Ⅱ，貨幣経済基礎 

1 統計学入門，経済・経営数学Ⅰ，経営学入門Ⅰ 

学

年 

学

期 

コア理論分析 数理的分析 応用経済学 データ分析Ａ データ分析Ｂ 事業マネジメント 

専門基礎＆専門科目 

＊政策（「応用経済学」ユニット除く）＆組織経営（事業マネジメント除く）の各モジュールを外す   ＊斜体字は週２回 

 



- 6 - 
 

Ｂ．仕事理解・構築力 

 

 

Ｃ．横断的キャリア形成力 

Ａ＋Ｂ＋Ｍ－「実践仕事力」ユニット－“教養教育科目” 

 

 

 

Ｄ．異分野連携力 

  

DP→ 専門性・教養 2・情報力 専門性・情報力・行動力 教養 1・教養 2 

4 全    

3 

4 経済変動論   

3 数理経済学   

2   〈高年次教養〉 

1   〈高年次教養〉 

2 

4  
プログラミング入門 

医学入門（病気と社会）、健やかに生きるための経済学 

3 応用経済数学 医学入門（医学と命）、情報数学 

2 

ゲーム理論 

経済経営特殊講義 社会心理学入門２、現代民主主義論 

1 
ものづくり経営論 

現代中小企業論 
社会心理学入門１、数理科学への招待 

1 

4  
実践コミュニケーション論 

食料と経済、学際領域ベンチャー探索、線形代数２ 

3  微分と積分２、線形代数 1 

2 経済・経営数学Ⅱ 
プロジェクト・ゼロ 

微分と積分 1、薬のはなし、生命科学入門 

1 経済・経営数学Ⅰ  

学

年 

学

期 

数理的分析 実践仕事力 
（関連）教養教育科目 

専門教育科目 

 

DP→ 専門性・教養 2 専門性・行動力 専門性・情報力 専門性・教養 2・行動力 専門性・情報力・行動力 

4 全      

3 

4    地域経済学    

3        

2  財政学Ⅱ  都市経済学    

1 労働経済学 
財政学Ⅰ 

地方財政論Ⅱ 
     

2 

4  地方財政論Ⅰ  
現代地方自治 

経営論 

国際経営Ⅱ 
組織行動論Ⅱ 

人的資源管理論 プログラミング 

入門 
3   国際金融論 

経営戦略論Ⅱ 

国際経営Ⅰ 
組織行動論Ⅰ 

2  

 

 

 

 リーダーシップ論 経済経営特殊講義 

1 社会政策論 
金融政策論 

資本市場の役割と証券投資 
経営戦略論Ⅰ 日本企業論 

ものづくり経営論 

現代中小企業論 

1 

4 
社会保障論 

 金融市場論  経営組織論Ⅱ  
実践コミュニケーション論 

3    経営組織論Ⅰ  

2 マクロ経済学入門，ミクロ経済学入門，貨幣経済基礎，経営学入門Ⅱ プロジェクト 

・ゼロ 1 日本経済入門，経営学入門Ⅰ 

学

年 

学

期 

社会政策 財政学 金融経済 地域経済 組織マネジメントＡ 組織マネジメントＢ 実践仕事力 

専門基礎＆専門科目 

＊応用経済学除く政策，事業マネジメント除く組織経営，＋実践仕事力   ＊斜体字は週２回 
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Ｅ．異文化理解 

 

 

Ｆ．経済情報収集・分析力 

  

DP→ 専門性・教養 1・教養 2 専門性・教養 2 専門性・情報力 行動力・自己実現力 教養 1・教養 2・行動力 

4 全      

3 

4     世界経済論

Ⅱ 

  

3   中国経済論Ⅱ 日本経済Ⅱ   

2  世界経済論Ⅰ 中国経済論Ⅰ  

各種 

海外留学 

 

1      

2 

4  欧米経済論 ヨーロッパ経済論演習 日本経済Ⅰ  

3  
グローバル

経済史 
ヨーロッパ経済論  冷戦後の国際社会 

2 近世日本経済史 欧米経済史   インドの医療と社会－インドから日本を考える 

1 日本経済史    
アジアを知る、 

琉球の言語と文化 

1 

4     
社会を考える２ 

海外に出る・海外で暮らす―旅行医学入門 

3 東洋経済史    
社会を考える１、 

文化人類学への招待、 

夏

季 
    

海外短期研修 

・短期留学 
 

2  
トルコ系民族の言語と文化、 

祭り・芸能・音楽からみた世界 

1 グローバル経済入門，現代日本経済史  

学

年 

学

期 

経済史Ａ 経済史Ｂ 欧米・アジア経済 日本・世界経済 異社会体験 
（関連）教養教育科目 

専門基礎＆専門科目 

＊斜体字は週２回 

 

DP→ 専門性・教養 2・情報力 専門性・情報力・自己実現力 

4 全 
      

卒業研究 
3 

4 

3      税務会計論Ⅱ 

2       

1      税務会計論Ⅰ 

2 

4 統計解析   
制度会計論Ⅱ 

財務会計論Ⅱ 
  

基礎研究 
選定図書 

レポート 

3 計量経済学Ⅱ   財務会計論Ⅰ 

管理会計論 

工業簿記演習

Ⅱ 

 

夏

季 
  

上級簿記論Ⅱ 

上級簿記論Ⅰ 
   

2 
計量経済学Ⅰ 

多変量解析法  制度会計論Ⅰ 

原価計算論、 

工業簿記演習

Ⅰ 

監査論Ⅱ 

1  簿記論Ⅱ   監査論Ⅰ 

1 

4  応用データ分析   工業簿記論  

3  

オペレーションズ・リサー

チ 

経済情報処理基礎 

簿記論Ⅰ    

2 簿記入門、会計学入門 

1 統計学入門 

学

年 

学

期 

データ分析Ａ データ分析Ｂ 簿記論 財務会計 管理会計 監査・税務 ＡＬ型 

専門基礎＆専門科目 
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Ｇ．経営倫理・哲学 

 

 

Ｈ．リーダーシップ 

  

DP→ 
専門性・教養 2 

・行動力 

専門性・情報力 

・行動力 
専門性・教養 1・教養 2 行動力・自己実現力 教養 1・教養 2・行動力 

4 全      

3 

4      

3      

夏

季 
    インターンシップ  

2    世界経済論Ⅰ 

各種 

海外留学 

〈高年次教養〉 

1     〈高年次教養〉 

2 

4 
人的資源管理論 

組織行動論Ⅱ 
  欧米経済論 行動分析学入門２ 

3 組織行動論Ⅰ   グローバル経済史 行動分析学入門１ 

2 リーダーシップ論 経済経営特殊講義 近世日本経済史 欧米経済史 現代民主主義論 

1 日本企業論 
現代中小企業論 

ものづくり経営論 
日本経済史  まちづくりと民主主義 

1 

4  
実践コミュニケー

ション論 

   

3  東洋経済史  
人間関係と 

コミュニケーション 

夏

季 
    

海外短期研修 

・短期留学 
 

2 経営学入門Ⅱ プロジェクト・ 

ゼロ 

 
 

政治哲学入門 

1 経営学入門Ⅰ グローバル経済入門，現代日本経済史  

学

年 

学

期 

組織マネジメントＢ 実践仕事力 経済史 A 経済史 B 異社会体験 
（関連）教養教育科目 

専門教育科目 

 

DP→ 専門性・情報力 専門性・行動力・教養 1 行動力・自己実現力 専門性・情報力・自己実現力 教養 1・教養 2 

4 全 

   

卒業研究 

 

3 

4 

3 

夏

季 
  インターンシップ  

2   

各種 

海外留学 

〈高年次教養〉 

1   〈高年次教養〉 

2 

4   

基礎研究 

選定図書 

レポート 

 

3 経営戦略論Ⅱ   

2  経済経営特殊講義 西洋倫理思想の源流と展開２ 

1 経営戦略論Ⅰ 
ものづくり経営論 

現代中小企業論 
西洋倫理思想の源流と展開１ 

1 

4 経営組織論Ⅱ   

3 経営組織論Ⅰ   

夏

季 
  

海外短期研修 

・短期留学 
  

2 経営学入門Ⅱ 哲学入門 

1 経済思想，経営学入門Ⅰ  

学

年 

学

期 

組織マネジメントＡ 実践仕事力 異社会体験 ＡＬ型 
（関連）教養教育科目 

専門基礎＆専門科目 

＊実践仕事力から外部講師科目を抽出 
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Ｉ．社会関係推理力 

 

 

Ｊ．公正意識 

  

DP→ 
専門性・教養 1・教養

2  
専門性・情報力 専門性・教養 2・行動力 専門性・情報力・行動力 行動力・自己実現力 

4 全      

3 

4      

3      

夏

季 
     インターンシップ 

2      

各種 

海外留学 

1      

2 

4  国際経営Ⅱ 
人的資源管理論 

組織行動論Ⅱ 

現代ファイナンスⅡ 

マーケティング戦略論 プログラミング 

入門 
3 経済学史Ⅱ 

経営戦略論Ⅱ 

国際経営Ⅰ 
組織行動論Ⅰ マーケティングⅡ 

2 
経済学史

Ⅰ 

  リーダーシップ論 マーケティングⅠ 経済経営特殊講義 

1 
社会経済

学特論 
経営戦略論Ⅰ 日本企業論 現代ファイナンスⅠ 

現代中小企業論 

ものづくり経営論 

1 

4  経営組織論Ⅱ   実践コミュニ 

ケーション論 3  経営組織論Ⅰ   

夏

季 
     

海外短期研修 

・短期留学 

2 経営学入門Ⅱ プロジェクト 

・ゼロ 
 

1 経営学入門Ⅰ，経済思想 

学

年 

学

期 

史的理論 組織マネジメントＡ 組織マネジメントＢ 事業マネジメント 実践仕事力 異社会体験 

専門教育科目 

＊斜体字は週２回 

 

DP→ 専門性・教養 2 専門性・情報力 専門性・情報力・自己実現力 専門性・教養 2 教養 1・教養 2 

4 全    

卒業研究 

 
 

3 

4    税法 c 

3   税務会計論Ⅱ 企業取引法 c，税法 b  

2  財政学Ⅱ  企業取引法 b，税法 a 〈高年次教養〉 

1 労働経済学 
財政学Ⅰ 

地方財政論Ⅱ 
税務会計論Ⅰ 企業取引法 a 〈高年次教養〉 

2 

4  地方財政論Ⅰ  

基礎研究 
選定図書 

レポート 

会社法ｃ  

3    会社法 b  

2   監査論Ⅱ 会社法 a 西洋倫理思想の源流と展開２ 

1 社会政策論  監査論Ⅰ 物権法 
刑事法入門 

西洋倫理思想の源流と展開１ 

1 

4 
社会保障論 

  民法総則 b 
法をめぐる 

人と思想 日本国憲法 

3   民法総則 a  

2 マクロ経済学入門，貨幣経済基礎，簿記入門，会計学入門  政治哲学入門 

1 日本経済入門，経済思想   

学

年 

学

期 

社会政策 財政学 監査・税務 ＡＬ型 法学部開講 
（関連）教養教育科目 

専門基礎＆専門科目 

＊法学部開講の専門科目はＱ変更可能性   ＊斜体字は週２回 
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Ｋ．コミュニケーション力 

 

 

Ｌ．プレゼンテーション力 

  

DP→ 専門性・情報力・行動力 行動力・自己実現力 専門性・情報力・自己実現力 教養 1・行動力 

4 全 

  

卒業研究 

 

3 

4 

3 

夏

季 
 インターンシップ  

2  

各種 

海外留学 

 

1   

2 

4 
プログラミング入門 

基礎研究 

 

3 対人関係とコミュニケーション 

2 経済経営特殊講義  

1 
ものづくり経営論 

現代中小企業論 
 

1 

4 

実践コミュニケーション論 

国語教科書を読む、 

キャリア形成〈実践講座〉Ⅰ 

  コミュニケーション力に磨きをかける 

3 
日本語レトリック 

人間関係とコミュニケーション 

夏

季 
 

海外短期研修 

・短期留学 
  

2 
プロジェクト・ゼロ  

 
日本語の語彙と文法 

ことばと社会：日本語のバリエーション 

1   

学

年 

学

期 

実践仕事力 異社会体験 ＡＬ型 
（関連）教養教育科目 

専門教育科目 

 

DP→ 専門性・情報力・行動力 行動力・自己実現力 専門性・情報力・自己実現力 教養 1・教養 2・情報力 

4 全 
  

卒業研究 

 

3 

4  

3    

夏

季 
 インターンシップ  

2  

各種 

海外留学 

 

1   

2 

4 

プログラミング入門 

基礎研究 

選定図書 

レポート 

英語コミュニケーション 5-2 

3 
現代日本における家族とジェンダー 

英語コミュニケーション 5-1 

2  観光文化交流論 

1   

1 

4  グローバル文化交流論：日本とアジア 

3 
実践コミュニ 

ケーション論 

IT 英語入門、日本語レトリック入門 

グローバル化の中の日本社会と文化 

情報処理入門 3 

夏

季 
 

海外短期研修 

・短期留学 
  

2 
プロジェクト・ゼロ 

  
日本語の語彙と文法 

言葉と社会：日本語のバリエーション 

1   情報処理入門 1 

学

年 

学

期 

実践仕事力 異社会体験 ＡＬ型 
（関連）教養教育科目 

専門基礎＆専門科目 
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Ｍ．共感力 

 

 

Ｎ．実践的経済英語力 

 

 

Ｏ．専門的な知識・技能 

Ｂ＋Ｃ＋Ｆ＋Ｈ＋Ｍ＋‘高度学修指導’ 

 

 

Ｐ．幅広く深い教養 

Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｉ＋Ｊ＋Ｋ＋Ｍ＋‘選定図書レポート’＋“他学部専門科目” 

DP→ 教養 1・教養 2・行動力 行動力・自己実現力 教養 1・行動力 

4 全    

3 

4 
各国経済・ビジネス事情 in English 2 

 

＊ディスカバリー時間割

を参照のこと 

 

3   

2  

各種 

海外留学 

 

1   

2 

4 各国経済・ビジネス事情 in English 1 

経済英語Ⅱ 

未開講 
IT 英語入門 

上級英語（各） 

英語コミュニケーション（各） 

3 未開講 

2 
経済英語Ⅰ 

未開講 

1 未開講 

1 

4 
 

未開講 

 

上級英語（各） 

英語コミュニケーション（各） 

 

3 未開講 

夏

季 
 

海外短期研修・ 

短期留学 
未開講 

2 
  

未開講 

1 未開講 

学

年 

学

期 

実践英語力 異社会体験 ディスカバリー科目 
教養教育＊英語科目 

専門教育科目 

＊学部英語科目の終了後もディスカバリー科目等にチャレンジを期待   ＊日本人向けディスカバリーは平成３０年から開講 

 

DP→ 専門性・教養 1・教養 2 
専門性・情報力 

・行動力 

行動力・ 

自己実現力 

専門性・情報力 

・自己実現力 
教養 1・教養 2・情報力 

4 全 

    

卒業研究 

 

3 

4 

3 

夏

季 
   

インターン 

シップ 
 

2  世界経済論Ⅰ  

各種 

海外留学 

 

1     

2 

4  欧米経済論 プログラミング 

入門 

基礎

研究 

選定図書 

レポート 

文学と笑い 

3  グローバル経済史 アジアを知る 

2 近世日本経済史 欧米経済史 経済経営特殊講義 王朝物語の世界２ 

1 日本経済史  
ものづくり経営論

現代中小企業論 

王朝物語の世界 1、 

日本近代文学、発達心理学概論 

1 

4  

 
実践コミュニケー

ション論 

ジェンダーを考える２ 

3 東洋経済史 
ジェンダーを考える１ 

言語の起源と進化論 

夏

季 
   

海外短期研修 

・短期留学 
  

2  プロジェクト・ 

ゼロ 
  

教育の現代的課題（特別支援教育） 

1 グローバル経済入門，現代日本経済史  

学

年 

学

期 

経済史 A 経済史 B 実践仕事力 異社会体験 ＡＬ型 
（関連）教養教育科目 

専門教育科目 
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■ 夜間主コース開設科目 ■ 

総合学修コース 

  

学年 1 2 3 4 主要関連 

DP 学期 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 

教
養
教
育
科
目 

ガイダ

ンス 

全学ガイダンス(前半)  教養 1 

自己実現力 修学の方法  

語 

学 

(経済基礎英語) 英語(ネイティブ) 各種 種別英語(4 単位以上)  
教養 1 

行動力 

自己実現力 

各種 初修外国語  

情報教育 
情報処理入門 

IT 英語入門 

情報科学概論 

インターネット技術入門 

 

知的 

理解 

(現代と社会) 

昼間科目×２ 

(現代と社会) 

(現代と自然) 

昼間科目×２ 

(現代と社会) 

昼間科目×２ 

(現代と社会) 

(現代と自然) 

昼間科目×２ 

昼間・後年

次 

教養科目 

 教養１ 

教養２ 

芸術知  オペラの中の女性像  

専 
 

門 
 

教 
 

育 
 

科 
 

目 

理
論

・
統
計
系
科
目 

 ミクロ経済学入門  

専門性 

教養 2 

マクロ経済学入門  経済変動論演習 A  経済変動論演習 B  

 社会経済学  社会経済学演習 A  

経済・経営数学  経済・経営数学演習 A  経済・経営数学演習 B  

 国際経済学  

統計学  統計学演習 A  
専門性 

情報力 
 計量経済学  計量経済学演習 A  

 データ解析  データ解析演習 A  

政
策
科
学
系
科
目 

 社会保障論  社会保障論演習 A 

専門性 

教養 2 

 公共経済学  

 労働市場政策の分析  労働経済学演習 A  

 地方財政論  地方財政論演習 A  

 環境経済学  

 財政学  

 日本経済・政策  日本経済論演習 A  
専門性 

情報力 

 金融論  専門性 

行動力  都市と地域の経済学  

比
較
経
済
系
科
目 

欧米経済史  欧米経済史演習 A  欧米経済史演習 B  

専門性 

教養 1 

教養 2 

 東アジア経済史  東アジア経済史演習 A 

 グローバル経済論  グローバル経済論演習 A 

 現代日本経済史  

 経済学史  

 中国経済論  中国経済論演習 A  
専門性 

教養 2 

 世界経済論  

専門性 

情報力 

組
織
経
営

・
会
計
学
系
科
目 

 経営学入門  

 経営戦略論  経営戦略論演習 A  

 国際経営  

 ファイナンス  ファイナンス演習 A  専門性 

情報力 

行動力 
 マーケティング  マーケティング演習 A  

 企業マネジメント論  企業マネジメント論演習 A  専門性 

教養 2 

行動力 
 組織行動論  

 会計学入門  会計学演習 A  会計学演習 B 
専門性 

教養 2 

情報力 

 管理会計論  管理会計論演習 A  

 財務会計論  

 制度会計論  

他 

経済基礎英語  経済英語演習Ⅰ  経済英語演習Ⅱ  
行動力 

自己実現力 
 テーマ学修                卒業研究 

 各種海外留学 

＊太字必修 

＊昼間コースの教養科目（「知的理解」）を積極的に履修 

＊黒字…講義科目（教養科目：34 単位（17 科目）選択必修、専門科目：34 単位（17 科目）選択必修） 

＊青字…専門演習科目（20 単位（10 科目）選択必修） 
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実践力強化コース 

  

学年 1 2 3 4 主要関連 

DP 学期 前半 後半 前半 後半 前半 後半 前半 後半 

教
養
教
育
科
目 

ガイダ

ンス 

全学ガイダンス(前半)  教養 1 

自己実現力 修学の方法  

語学 
(経済基礎英語) 英語(ネイティブ) 各種 種別英語(4 単位以上)  

教養 1 

行動力 

自己実現力 

各種 初修外国語   

情報教育 
情報処理入門 

IT 英語入門 

情報科学概論 

インターネット技術入門 

 

知的

理解 
(現代と社会) 

(現代と社会) 

(現代と自然) 
(現代と社会) 

(現代と社会) 

(現代と自然) 

 
教養１ 

教養２ 
芸術知  オペラの中の女性像  

専 
 

門 
 

教 
 

育 
 

科 
 

目 

理
論

・
統
計
系
科
目 

 ミクロ経済学入門  ミクロ経済学演習 B  

専門性 

教養 2 

マクロ経済学入門  経済変動論演習 A  マクロ経済学演習 B  経済変動論演習 B  

 社会経済学  社会経済学演習 A  

経済・経営数学  経済・経営数学演習 A  経済・経営数学演習 B  

 国際経済学  

統計学   統計学演習 A  
専門性 

情報力 
 計量経済学  計量経済学演習 A  

  データ解析  データ解析演習 A  

政
策
科
学
系
科
目 

 社会保障論  社会保障論演習 A 

専門性 

教養 2 

 公共経済学  

 労働市場政策の分析  労働経済学演習 A  

 地方財政論  地方財政論演習 A  

 環境経済学  

 財政学演習 A  財政学  財政学演習 B 

 日本経済・政策  日本経済論演習 A   
専門性 

情報力 

 金融論  金融論演習 B  専門性 

行動力  都市・地域経済学演習 A  都市と地域の経済学  都市・地域経済学演習 B 

比
較
経
済
系
科
目 

欧米経済史  欧米経済史演習 A  欧米経済史演習 B  

専門性 

教養 1 

教養 2 

 東アジア経済史  東アジア経済史演習 A 

 グローバル経済論  グローバル経済論演習 A 

 現代日本経済史  日本経済史演習 B  

 経済学史  経済学史演習 B  

 中国経済論  中国経済論演習 A  
専門性 

教養 2 

 世界経済論  世界経済論演習 B  

専門性 

情報力 

組
織
経
営

・
会
計
学
系
科
目 

 経営学入門  経営組織論演習 B  

 経営戦略論  経営戦略論演習 A  

 国際経営演習 A  国際経営  国際経営演習 B 

 ファイナンス  ファイナンス演習 A  専門性 

情報力 

行動力 
 マーケティング  マーケティング演習 A  

 企業マネジメント論  企業マネジメント論演習 A  専門性 

教養 2 

行動力 
 組織行動論演習 A  組織行動論  組織行動論演習 B 

 会計学入門  会計学演習 A  会計学演習 B 
専門性 

教養 2 

情報力 

 管理会計論  管理会計論演習 A  

 財務会計論  財務会計論演習 B  

 制度会計論  制度会計論演習 B  

他 

経済基礎英語  経済英語演習Ⅰ  経済英語演習Ⅱ  
行動力 

自己実現力 
 テーマ学修                卒業研究 

 各種海外留学 

＊太字必修 

＊黒字…講義科目（教養科目：20 単位（10 科目）選択必修、専門科目：34 単位（17 科目）選択必修） 

＊青字…専門演習科目（「テーマ学修」を含めて 34 単位（17 科目）選択必修） 
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７．試験心得 

受験にあたっては，次の各事項に留意してください。 

 

1) 受験する学生は特別の指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完

了すること。 

 

2) 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。 

ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこと｡ 

 

3) 受験中，机上に置くことができるのは，学生証，筆記用具およびその他特に許可されたもの

に限る｡それ以外の携行品はカバン等に入れて，座席の下に置くこと｡また，机の棚板（物入

れ）には何も置かないこと。 

 

4) 携帯電話や音の出る機器は，必ず電源を切っておくこと。 

 

5) 解答用紙には，所属学部名・入学年・番号および氏名等の必要事項を必ず万年筆又はボール

ペンで記入すること。 

 

6) 試験開始後 20 分を経過するまでは退室できない。 

 

7) 試験開始後 20 分を経過した場合は入室できない。 

 

8) 答案用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，または監督者に直接手渡すこと。

自己の机上に置いて退出すると当該授業科目の単位は認定しない。 

 

9) 受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。

なお，監督者の指示に従わない学生および不正行為があると認められた学生に対しては，学

則第 58 条（大学院学則第 49 条）により厳重な懲戒処分を行う｡ 

懲戒処分の対象となる行為は次の通りである。ここで，試験時間中とは，解答の開始から

答案の提出までをいう。 

① 代理（替玉）受験をしたり，させたりすること。 

② 試験時間中に，使用が許可されていないノートおよび参考書等並びに電子機器類その他

不正行為の手段となり得る物品を参照すること又は使用すること。 

③ 試験時間中に，言語・動作または電子機器類等により他人に教示すること，または教示

を受けて解答に利用すること。 

④ 答案を交換すること。 

⑤ 試験時間中に，他の学生の答案をのぞき見すること。 

⑥ 試験時間中に，使用が許可されたノートおよびび参考書等ならびに電子機器類を貸借す

ること。 

⑦ 所持品，電子機器類，身体，机または壁等に書き込みをして試験に臨むこと。 

⑧ 不正行為を幇助（手助け）すること。 
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⑨ 試験時間中に，不正行為の手段となり得る物品を机の棚板（物入れ）に置いておくこと。 

⑩ 不正行為を行おうとすること，または監督者の注意もしくは指示に従わないこと。 

⑪ その他，試験の公正な実施を妨げる行為をすること。 

 

10) 不正行為を行った場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている授業

科目を除いて，当該学期に履修登録している全ての授業科目（学期をまたがって履修する授

業科目を含む通年で開講する授業科目を含む。）の単位は認定しない。 

 

11) 病気その他やむを得ない事由により，学期末試験の追試験を希望する者は，その事由が発生

した時点で直ちに教務委員会（教務学生グループ）に願い出た後，授業担当教員の許可を得

なければならない。ただし，追試験の希望に際しては，以下の点に留意すること。 

① 電車の遅延や就職の筆記・面接試験等はやむを得ない事由に含まれるが，会社説明会は

含まれない。詳細については教務委員会（教務学生グループ）で確認すること。 

② 追試験の願い出については，事由を明記した追試験願（所定用紙）に診断書または証明

書を添付し，教務委員会（教務学生グループ）で追試験受験資格の確認を受けた後，授業

担当教員に連絡をとり，その指示に従うこと。 

③ 連絡が遅れた場合，受験資格の有無にかかわらず追試験の受験ができないことがある。 

④ 追試験の願い出において不正が判明した場合は，学則の定めるところにより懲戒する。

懲戒の内容は上記 10)と同じである。 

 

 

 

 

８．通学困難となる事由が発生した場合の授業等の取扱い 

 
岡山大学学生の通学が困難となる事由が発生した場合の（定期試験を含む）授業および課外活

動の取扱いについては，以下の通り定められています。 

（１）用語の定義 

ここで使用する用語の意味は，次の通りです。 

休講：授業を取りやめることを意味します。 

公欠：一定の条件を満たすことにより，授業に出席したものとみなす取扱いとする授業の欠

席を意味します。 

準公欠：一定の条件を満たすことにより，上で定義した公欠に準ずる取扱いとする授業の欠

席を意味します。 

出席停止：学校保健安全法第 19 条に規定する出席停止を指しています。 
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（２）通学困難となる事由と各扱い 

1）特別警報及び気象警報が発表された場合等の取扱い 

特別警報及び気象警報が発表された場合ならびに学生が通学に利用する交通機関が運行休止

になった場合は，休講または公欠等とし，その取扱いは下記「（４）気象警報等・交通機関の運

休による休講・公欠等」に定める通りです。 

 

2）学生の親族が死亡した場合の取扱い 

学生の親族が死亡した場合で，学生が葬儀・服喪その他親族の死亡に伴い必要と認められる

行事のために通学できない場合は，公欠とし，その取扱いは下記「（５）忌引きによる公欠」に

定める通りとします。 

 

3）学生が感染症に罹患した場合等の取扱い 

学生が感染症に罹患した場合および感染の拡大を防止するために本学の一部または全部を休

業する場合は，出席停止および公欠等とし，その取扱いは下記「（６）感染症による出席停止・

公欠等」に定める通りとします。 

 

4）学生が裁判員制度に基づき裁判所へ出頭する場合等の取扱い 

学生が，裁判員制度に基づき裁判所へ出頭する場合その他証人・参考人等として裁判所その

他官公署（以下「官公署」という）へ出頭する場合は，準公欠とし，その取扱いは，経済学部教

務学生グループに置いてある別紙に定める通りとします。 

 

5）学生が骨髄移植のために骨髄液等の提供を行う場合等の取扱い 

学生が，骨髄移植のために，配偶者・父母・子および兄弟姉妹その他親族以外の方に，骨髄

液又は末梢血幹細胞の提供（以下「骨髄液提供等」という。）を行おうとする場合であって，骨

髄液提供等に必要な検査及び入院その他手続き（以下「入院等」という）を行う場合は，準公欠

とし，その取扱いは，経済学部教務学生グループに置いてある別紙に定める通りとします。 

 

6）学生が災害ボランティア活動に従事する場合の取扱い 

学生が，報酬を得ないで社会に貢献する自発的な活動として，日本国内または国外において

発生した災害に伴うボランティア活動（以下「災害ボランティア活動」という）に従事する場合

は，準公欠とし，その取扱いは，経済学部教務学生グループに置いてある別紙に定めるとおりと

します。 

準公欠扱いの対象とする災害については，その都度，教育担当理事が決定し公示します。 

（３）その他の規則 

1）一授業科目当たりの公欠及び準公欠の制限 

一つの授業科目について，公欠および準公欠扱いとすることができる回数は，当該授業科目

の授業回数の３分の１を超えることができないものとします。 

 

2）その他の事由 

上記「（２）通学困難となる事由と各扱い」に定めるもののほか，学生の通学が困難となる

事由が発生した場合であって，学長が特別の事情があると認めるときの授業等の取扱いについて

は，その都度，学長が定めるものとします。 
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（４）気象警報等・交通機関の運休による休講・公欠等 

Ⅰ 本学の所在地（キャンパス）に特別警報および暴風警報・暴風雪警報・大雪警報（以下，特

別警報とこれらの気象警報を「気象警報等」という）のいずれかが発表された場合 

 

1）本学のキャンパスを含む地域に，気象警報等が発表された場合の授業の取扱い 

【昼間に開講する授業】 

① 気 8 警報等が午前 6 時から午前８時 40 分（授業開始時刻）までに出ている場合は，すべて

の授業を休講とします。なお，気象警報等が午前 8 時 40 分までに解除されても，すべての授

業は休講とします。 

② 授業開始後に気象警報が出された場合は，次の時限以降のすべての授業を休講とします。特

別警報が発表された場合は直ちにすべての授業を休講とします。 

【夜間に開講する授業】 

① 気象警報等が午後 3 時から午後 6 時（授業開始時刻）までに出ている場合は，すべての授業

を休講とします。なお，気象警報が，午後 6 時までに解除されても，すべての授業は休講と

します。 

② 授業開始後に気象警報が出された場合は，次の時限以降のすべての授業を休講とします。 

 

2）各キャンパスで急行・公欠等の対象となる気象警報等の地域 

① 岡山市内にある本学の津島キャンパス，鹿田キャンパスその他キャンパス，および玉野市な

らびに瀬戸内市にある本学のキャンパスで行われる授業については，岡山地方気象台から発

表の「岡山地域」または「岡山県南部地域」または「岡山県全域」 

② 本学の倉敷キャンパスで行われる授業については，岡山地方気象台から発表の「倉敷地域」

または「岡山県南部地域」または「岡山県全域」 

③ 本学の三朝キャンパスで行われる授業については，鳥取地方気象台から発表の三朝町を含む

地域 

④ 上記以外の本学のキャンパスで行われる授業については，当該キャンパスの所在地の管轄気

象台から発表のその所在地を含む地域 

 

【気象警報等の地域区分】 

 

  

岡山県全域   ＝ 岡山県南部地域および岡山県北部地域 

岡山県南部地域 ＝ 岡山地域，東備地域，倉敷地域，井笠地域および高梁地域 

岡山県北部地域 ＝ 新見地域，真庭地域，津山地域および勝英地域 

岡山地域    ＝ 岡山市，瀬戸内市，玉野市及び吉備中央町（いずれかの市町村に気象警報等が

発表された場合を含む。） 

倉敷地域    ＝ 倉敷市，総社市および早島町（いずれかの市町村に気象警報等が発表された場

合を含む。） 
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3）休講の周知方法等 

① 気象警報等が発表された場合は，Gmail，学内掲示，本学ホームページおよびマスメディア

等を通じて，速やかに休講の周知を行います。 

なお，授業開始後に気象警報等が出された場合は，学内掲示等により周知するとともに，

授業中のものにあっては授業担当教員を通じて周知します。ただし，一般職員（国立大学法

人岡山大学職員就業規則第 2 条第 1 項第 1 号に規定する一般職員）の勤務時間外に気象警報

等が発表された場合は，翌勤務日の勤務時間内において，速やかに休講の周知を行います。 

② 一般職員の勤務時間外における気象警報等の発表が予想される場合は，Gmail，学内掲示お

よび本学ホームページにより，前 1）および 2）に規定する休講の取扱いについて，あらかじ

め周知します 

③ 気象警報等の発表後は，学生は学内の安全な場所で待機してもらいます。 

 

4）課外活動の取扱い 

休講措置が取られた場合，課外活動は全て禁止とします。 

 

Ⅱ 上記Ⅰによる休講措置の対象とならない気象警報等が発表されて通学が困難な場合，および

通学に利用する交通機関が運行休止になった場合 

 

1）休講措置の対象とならない気象警報等 

上記Ⅰの対象となる気象警報等以外の気象警報が出て通学が困難な場合，または本学のキャ

ンパス地域には気象警報等が出ていないが学生が居住している地域に気象警報等が出て通学が困

難な場合は，届出により，出席できなかった授業を公欠扱いとします。 

 

2）通学に利用する交通機関が運行休止になった場合 

気象現象または地震により鉄道や道路が遮断されて交通機関が運行休止になり通学が困難な

場合，またはそれ以外の事由による公共交通機関の運行休止や交通機関の運行休止により通学が

困難な場合は，届出により，出席できなかった授業を公欠扱いとします。 

 

2）公欠の届出 

 所定様式の授業公欠届（気象警報等・交通機関の運休）を交通機関の運行休止を明らかにする

書類とともに，後日，教務学生グループへ提出してください。 

＊授業公欠届の用紙は教務学生グループに置いてあります。 

 

Ⅲ 休講及び公欠の授業の取扱い 

 

1）休講として取り扱う授業については，後日，原則として補講を行うものとします。 

 

2）公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業に

相当する学習を課すものとします。 

（５）忌引きによる公欠 

学生が，葬儀，服喪その他親族の死亡に伴い必要と認められる行事（以下「葬儀等」とい

う）のため出席できなかった授業については，届出により，公欠扱いとします。 
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1）公欠となる親族の範囲 

① 配偶者 

② １親等（父母，子） 

③ ２親等（祖父母，兄弟姉妹，孫） 

 

2）公欠となる期間 

原則として以下の①～③の通りとします。なお，葬儀等のため遠隔の地へ赴く場合は，往復に

要する日数を加えた日数とします。 

① 配偶者の場合は，死亡した日から起算して連続 7 日（休日を含む）の範囲内の期間 

② １親等の場合は，死亡した日から起算して連続 7 日（休日を含む）の範囲内の期間 

③ ２親等の場合は，死亡した日から起算して連続 3 日（休日を含む）の範囲内の期間 

ただし，特別な理由がある場合は，①～③に定める起算日に拘わらず，葬儀等が行われた日を含

む上記期間とすることができます。 

 

3）公欠の届出 

葬儀，服喪その他親族の死亡に伴い必要と認められる行事を終えた後，所定様式の授業公欠

届（忌引き）を会葬礼状等とともに，教務学生グループへ提出してください。 

教務学生グループは，届出を受理した場合，その写しにより授業担当教員へ連絡します。 

＊授業公欠届の用紙は教務学生グループに置いてあります。 

 

4）公欠の授業の取扱い 

公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業に

相当する学習を課すものとします。 

（６）感染症による出席停止・公欠等 

Ⅰ 学生が感染症に罹患した場合 

 

1）出席停止の対象となる感染症 

学生が，次表の感染症に罹患した場合は，医師の診断に基づき，出席停止とします。 

感染症の

種 類 
病   名 

第１種 

エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，痘そう，南米出血熱，ペスト，マールブ

ルグ病，ラッサ熱，急性灰白髄炎，ジフテリア，重症急性呼吸器症候群（病原体がコ

ロナウイルス属ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限る），鳥インフルエンザ（病

原体がインフルエンザウイルスＡ属インフルエンザＡウイルスであってその血清亜型

がＨ５Ｎ１であるものに限る），新型インフルエンザ等感染症，指定感染症，新感染

症 

第２種 

インフルエンザ（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）および新型インフルエンザ等感染

症を除く），百日咳，麻疹，流行性耳下腺炎，風疹，水痘，咽頭結膜熱，結核，髄膜

炎菌性髄膜炎 

 

2）出席停止の期間 

出席停止の期間は，次表の期間を基準に，医師に治癒したと診断されるまでとし，医師の発
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行する次の項目が記載された診断書（治癒証明書）に基づき措置します。 

① 病名   ② 罹患期間 

感染症の 

種  類 
出席停止の期間 

第１種 第１種の感染症に罹患した者については，治癒するまで。 

第２種 

 第２種の感染症に罹患した者については，次の期間。ただし，病状により医師に

おいて感染のおそれがないと認めたときは，この限りでない。 

①インフルエンザ（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）および新型インフルエンザ等感

染症を除く）にあっては，発症した後 5 日を経過し，かつ，解熱した後 2 日を経

過するまで。 

②百日咳にあっては，特有の咳が消失するまで，または 5 日間の適正な抗菌性物質

製剤による治療が終了するまで。 

③麻疹にあっては，解熱した後 3 日を経過するまで。 

④流行性耳下腺炎にあっては，耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後 5 日

を経過し，かつ，全身状態が良好になるまで。 

⑤風疹にあっては，発疹が消失するまで。 

⑥水痘にあっては，すべての発疹が痂皮化するまで。 

⑦咽頭結膜熱にあっては，主要症状が消退した後 2 日を経過するまで。 

⑧結核及び髄膜炎菌性髄膜炎にあっては，病状により医師において感染のおそれが

ないと認めるまで。 

 

3）出席停止となった期間の授業の取扱い 

学生が，出席停止となった期間に出席できなかった授業については，届出により，公欠扱い

とします。 

 

4）公欠の届出 

所定様式の授業公欠届（感染症）を医師の診断書（治癒証明書）とともに，教務学生グルー

プへ提出してください。 

＊授業公欠届の用紙は教務学生グループに置いてあります。また，診断書（治癒証明書）はコピー

でも差し支えありません。 

 

5）公欠の授業の取扱い 

公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業に

相当する学習を課すものとします。 

 

Ⅱ 感染の拡大を防止するために本学の一部又は全部を休業する場合 

 

1）感染症罹患者の発生に伴い，感染症の感染拡大を防止する目的で行う休業措置については，

本学の危機管理対策に基づきます。 

 

2）休業となった期間の授業の取扱いは，その都度，学長・教育担当理事及び関係者で協議の

上，学長が決定します。 

 

3）休業の周知は，Gmail，学内掲示，本学ホームページ，マスメディア等を通じて行います。 
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９．その他の重要事項 

■ 経済学部情報演習室（１号館２階パソコン室）使用心得 ■ 

以下の使用心得を守らない場合，その他管理上支障があると認められる場合には，使用を禁

止することがあります。 

 

1）使用目的 

講義および演習に関する自習のためにのみ使用し，集会もしくは会議のための使用は許可さ

れていません。 

 

2）使用時間 

① 昼間コース学生については，平日 8 時 30 分から 17 時 30 分までとします。 

② 夜間主コース学生については，平日 17 時から 21 時 50 分までとします。 

③ 休日の使用は，認められていません。 

 

3）使用方法 

① 他の部屋における研究・講義・自習等に迷惑をかけないように常に注意し，喧噪な行為等を

行ってはいけません。 

② オーディオプレーヤー・ラジオ・テレビ・楽器等の音声を発する器具を持ち込み，使用して

はいけません。 

③ 室内の備品およびソフトウェアのみを使用することとし，室内の備品を持出したり，あるい

は他から備品・ソフトウェア等を持込んだりしてはいけません。 

④ 建物や器物を損傷したり，ビラをはったり，落書きをしてはいけません。なお，建物や器物

を損傷したときは，その当事者が一切の責任を負うものとします。 

⑤ 火気には充分注意してください。 

⑥ 使用後は部屋の内部を整理整頓しておくようにしてください。 

■ セミナー室の授業時間以外における使用心得 ■ 

この使用心得は，文・法・経済学部１号館のセミナー室（１－１～１－６，２－１～２－１０）及び文

化科学系総合研究棟の演習室（１～６）（以下「共通セミナー室」という）の授業時間以外における学生

の使用について定めるものです。 

以下の使用心得を守らない場合，その他管理上支障があると認められる場合には，使用を禁

止することがあります。 

 

1）使用目的 

授業に関する学習等のために複数名で使用する場合だけに許可されます。 

 

2）使用者 

使用できる学生は，以下の学生とします。 
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① 文学部，法学部および経済学部の学生 

② 社会文化科学研究科の学生(文化科学研究科が存続する間当該研究科を含む) 

③ 法務研究科の学生 

 

3）使用時間 

① 授業期間の平日 8時 40分から 21時 10 分までの間です。 

② 土曜日，日曜日および休日の使用は，原則として認められません。 

 

4）使用の届出及び鍵の授受 

① 共通セミナー室の使用にあたっては，学部教務学生グループに事前に届け出てください。 

② 共通セミナー室は授業を優先使用とするので，届けていた共通セミナー室が，補講等により

授業に使用されることになった場合には使用できなくなることがあります。 

③ 授業の休業期間（夏季休業等）中は，共通セミナー室は施錠状態にあるので，開始と終了の

都度，学部教務学生グループから鍵を授受するようにしてください。 

 

5）使用上の注意 

① 他の迷惑にならないよう静粛にしてください。 

② 火気には厳重に注意してください。 

③ 建物や器物を損傷しないように充分注意してください。もし，建物や器物を損傷したときは，使用者

が一切の責任を負うものとします。 

④ ビラをはるなど汚損行為をしてはいけません。 

⑤ 使用後は必ず部屋の内部を整理整頓し，退室の際は消灯並びに空調機器を停止してください。 

⑥ 文化科学系総合研究棟の共通セミナー室は，平日 8 時から 21 時 20 分までの間以外は施錠状態（授業

の休業期間は終日施錠）にあるので，使用時間は厳守してください。 

■ 卒業式及び学位記授与式等の取扱い ■ 

（掲示にてお知らせします。） 


